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平成 ??年熊本地震被災地における?
『人とペットの＜減災＞』に関する実践的研究?
──熊本県益城町の仮設団地の事例を中心に──?
 
加藤? 謙介（社会福祉学部? 臨床福祉学科） 
 
??? 問題?
 
平成 28 年熊本地震は被災地に甚大な被害をもたらし、発災から 1 年 10 ヶ月近くが経っ
た現在も、多くの人々が仮設団地等での生活を余儀なくされている。その中で、特にペッ
トを＜家族＞と見なす被災者は、発災直後から現在に至るまで、しばしば、＜住居＞のみ
ならず、安心して生きていける＜居場所＞をも喪う危機に直面することとなった。災害対
応に関しては、一般に、救急救命期から復旧期、復興期へと、被災地の災害サイクルのス
テージが移行するに即して、その時々の被災地の課題を改善する＜減災＞の視点が求めら
れる（矢守・渥美, 2011）。災害時における被災者とそのペットへの支援に関しても、『人と
ペットの＜減災＞』からのアプローチが必要になると考えられる。 
筆者は、熊本地震発災以降、益城町総合運動公園避難所ならびに同町仮設団地を中心に、
被災者とそのペットへの支援に関わってきた。益城町総合運動公園避難所では、避難所内
の設置されたペット一時預かり施設「益城町わんにゃんハウス」での支援に携わり、復旧
期の避難所における『人とペットの＜減災＞』の特徴について、「＜住居＞の支援」「＜居
場所＞の支援」の 2 側面から考察を行った（加藤, 2017a）。避難所閉所後は、益城町内最大
の仮設住宅である「テクノ仮設団地」において、避難所から関係を継続してきた現地支援
者、及びペットを飼育する住民有志らとの恊働的実践（渥美, 2014）を重ね、「人とペット
の共生まちづくり」に資する企画を立案・実践している（加藤, 2017b）。 
発災から 1年 10ヶ月近くが過ぎた被災地では、今後も、被災者の個々のニーズを把握し、
それに即した多様な支援が求められることになると考えられる。筆者がこれまで被災者ら
と築いてきた関係を活かし、『人とペットの＜減災＞』に資する中長期的な支援のあり方を
検証する必要があると言えるだろう。 
以上を踏まえ、本研究では、平成 28 年熊本地震被災地における、被災者とそのペットへ
の支援に関して、災害サイクルのステージ移行に即した＜減災＞のあり方について実践的
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な知見を得ることを目的としている。具体的には、益城町内最大の仮設住宅である「テク
ノ仮設団地」を調査地とし、復旧期の仮設団地における『人とペットの＜減災＞』のあり
方を検証した。それによって、災害被災地での多様なニーズに応え、地域全体の QOL 向上
に寄与する方途の検討を試みた。 
 
??? 方法?
 
????? 熊本地震被災地における恊働的実践及びフィールドワーク?
筆者は、2016 年 4 月 16 日の「本震」直後から、益城町総合運動公園避難所での支援に
関わるようになり、特に「ペット同行避難」の当事者（被災者）及び支援者との恊働的実
践を重ねてきた。同避難所が閉所された 2016 年 10 月末以降は、主に同町テクノ仮設団地
を中心に、仮設住宅で生活するペット飼育者、及び現地支援者らとともに、後述する「人
とペットの共生まちづくり」に資する諸活動の企画・運営に関わっている。本稿執筆時点
（2018 年 2 月初旬）までの期間中、筆者は 97 回被災地を訪れ、計 152 日間滞在している
（平成 29 年度のみで、42 回訪問・計 52 日間滞在）。 
筆者は大学に籍を置く研究者ではあるが、緊急時の支援場面であることを最優先し、戦
略的に研究を関心の外に置き、支援活動への参与を進めるとともに、被災者・支援者らと
対話を重ね、信頼関係を構築するよう努めてきた。支援活動中の出来事や会話内容は、適
宜、メモを取って記録とし、後日、フィールドノーツとして整理した。また、後述する「支
援」の意味合いも含めて、活動中はデジタルカメラでの写真撮影を重ね、その枚数は、本
稿執筆時点で約 10,160 枚を超えている。 
本稿では、これらの記録をもとに、平成 28 年熊本地震における「人とペットの減災」の
事例に関して、平成 28 年熊本地震被災地における『人とペットの＜減災＞』に関して、益
城町テクノ仮設団地の事例を中心に検討を行った。特に、筆者らが仮設団地住民とともに
進めた「人とペットの共生まちづくり」に関わる恊働的実践の展開過程から、復旧期の仮
設団地において、ペット・飼育者・非飼育者がともに安心して生きていけるコミュニティ
を築く方途について、考察を試みた。 
 
????? ペット飼育者へのインタビュー調査?
2017 年 11 月・12 日に、益城町テクノ仮設団地に住むペット飼育者のうち、協力の得ら
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れた 6 名に対して、半構造化面接を実施した。その際、（1）飼い主とそのペットに関する
情報（年齢・性別・家族構成・飼育しているペットの種別等）、（2）熊本地震発災直後の飼
い主とペットの状況（発災直後のペットへの対応、災害への備え等）、（3）避難所での生活
に関する状況（避難所でのペットへの対応、必要な支援、ペットとの避難生活での困りご
と・良かったこと等）、（4）仮設団地での生活に関する状況（仮設団地でのペットへの対応、
必要な支援、ペットとの生活での困りごと・良かったこと等）、の大きく 4 点の質問項目を
設けた。 
調査に際して、各協力者に調査の主旨を文書で示し、調査によってプライバシーの侵害
等の不利益が生じないことを説明した。その上で、書面にて調査協力の承諾を得た。聞き
取りは、インタビュー協力者に対して予め提示したリストに沿って行ったが、話の流れに
応じて、適宜質問の順番を入れ替えた。また、本人答えたくない事柄については、無理に
話をしなくてもよいことを事前に伝えるとともに、インタビュー中も十分に注意した。イ
ンタビューに関しては、事前に許可を得た上で、会話内容を IC レコーダーで録音した。イ
ンタビューは、飼育者宅、もしくは仮設団地内の集会所にて実施した。インタビュー時間
は 1 時間半～2 時間程度であった。 
 
??? 結果?
 
????? 益城町テクノ仮設団地における「人とペットの共生まちづくり」の展開過程?
??????? フィールド及び実践概要?
益城町内のほとんどの避難所が閉鎖された 2016 年 11 月以降、被災者の多くは応急仮設
住宅に入居することとなった。同町内で仮設住宅は 1,562 戸が建設され、計 18 の仮設団地
が設けられた（2016 年 11 月 14 日時点）。そのうち、益城町テクノ仮設団地は、516 戸・
約 1300 人が生活する同町最大の仮設団地であり、犬猫等のペット 100 頭以上が飼育されて
いる（2017 年 1 月時点）。筆者は、住民有志による「犬猫飼い主有志の会」及び現地支援
者と協働で、「ペット飼育者も、非飼育者も、動物好きも、動物嫌いも、ともに暮らしやす
いまちづくり（人とペットの共生まちづくり）」を掲げた企画を立案・実施している。筆者
がこれまでに共催者として関わった企画は、以下の通りである（表 1）。 
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表 1? 益城町テクノ仮設団地における「人とペットの共生まちづくり」企画一覧 
 
イベント名 日 内容 
第 1 回わんわん 
マナーアップ大作戦!! 
2016 年 
11 月 20 日 
●マナー教室「愛犬を守るためのグッドマナー」 
・排泄物処理/リードの扱い方 
●愛犬と、おさんぽしながら「ゴミ拾い」 
第 1 回わんにゃん 
バンダナ大作戦* 
2017 年 
1 月 8 日 
●犬用バンダナの共同制作 
第 2 回わんわん 
マナーアップ大作戦!! 
2017 年 
1 月 14 日 
●マナー教室「愛犬を守るためのグッドマナー」 
・排泄物処理/リードの扱い方/犬とのアイコンタク
ト 
●愛犬と、おさんぽしながら「ゴミ拾い」 
第 1 回わんわん 
キッズクラス 
2017 年 
2 月 26 日 
●親子のための犬との関わり方教室 
・初めて会う犬との接し方/さわってはいけない犬/
犬の言葉/犬の散歩マナー 
第 3 回わんわん 
マナーアップ大作戦!! 
2017 年 
5 月 14 日 
●マナー教室「愛犬を守るためのグッドマナー」 
・熱中症対策/除草剤問題/フィラリア・ノミダニ予
防/散歩のマナー 
●愛犬と、おさんぽしながら「ゴミ拾い」 
第 1 回テクノ 
にゃん友会 
2017 年 
6 月 4 日 
●手作り猫グッズ/キャットタワー紹介/飼育相談 
第 2 回わんにゃん 
バンダナ大作戦* 
2017 年 
7 月 2 日 
●犬猫用バンダナの共同制作 
第 4 回わんわん 
マナーアップ大作戦!! 
2017 年 
7 月 30 日 
●マナー教室「愛犬を守るためのグッドマナー」 
・熱中症対策/夏場のフード管理/迷子札・ペット表
札啓発 
●愛犬と、おさんぽしながら「ゴミ拾い」 
第 5 回わんわん 
マナーアップ大作戦!! 
2017 年 
9 月 23 日 
●マナー教室「愛犬を守るためのグッドマナー」 
・犬の散歩の楽しみ方/フィラリア・ノミダニ予防 
・「わんにゃん表札」共同制作 
●愛犬と、おさんぽしながら「ゴミ拾い」 
第 6 回わんわん 
マナーアップ大作戦!! 
2017 年 
11 月 23 日 
●マナー教室「愛犬を守るためのグッドマナー」 
・ペットの逸走・事故防止/ペットのストレスケア 
●愛犬と、おさんぽしながら「ゴミ拾い」 
第 3 回わんにゃん 
バンダナ大作戦 
2018 年 
1 月 14 日 
●犬猫用バンダナの共同制作 
第 7 回わんわん 
マナーアップ大作戦!! 
2018 年 
2 月 4 日 
●マナー教室「愛犬を守るためのグッドマナー」 
・リードの扱い方/犬猫の食べ物注意/ノミダニ予防 
●愛犬と、おさんぽしながら「ゴミ拾い」 
 
これらのうち、代表的な企画である「わんわんマナーアップ大作戦」の概要を整理しよ
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う（図 1）。 
 
図 1? 「わんわんマナーアップ大作戦」広報用ポスター 
（第 7 回：2018 年 2 月 4 日開催分） 
 
同企画は、（1）家庭犬インストラクターによる犬の飼育マナー講座、（2）飼い犬を連れ
ての仮設団地内のゴミ拾い、の 2 部構成である。ゴミ拾いでは、揃いのロゴ入りのゴミ袋
を携行し、同じ柄の「犬用バンダナ」を飼い犬に着用させる。約 1 時間半のイベント後、
住民同士の交流会も催されている。本稿執筆時点までに計 7 回開催され、各回でペット飼
育者・非飼育者あわせて 2～30 名の参加があった。 
 
??????? 「人とペットの共生まちづくり」の展開過程?
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「人とペットの共生まちづくり」に資する恊働的実践は、現在も進行中である。これま
での事例の展開過程について、実践の転機に即し、4 期に分けて記述した。 
［2016 年 11 月～12 月］ 町内の避難所が閉所し、仮設団地への入居がほぼ完了した 11
月以降、仮設団地支援者や非飼育者から、犬の糞害や放し飼い等、ペット問題への指摘が
なされるようになった。中には、ペット飼育者全体を排斥するような非難の声もあったと
いう。しかし、ペット飼育者の名簿もなく、自治会作りも難航する等、住民自身による自
助・共助が困難な状況が続いていた。 
そこで、避難所から関係のあった飼育者有志らと筆者らの協働で、「第 1 回わんわんマナ
ーアップ大作戦」が企画・実施された。飼育者・非飼育者あわせて約 30 名の参加があり、
「犬の排泄物処理」「リードの持ち方」等の基本的な飼育マナー講座の後、犬を連れてのゴ
ミ拾いが実施された（図 2）。 
 
 
図 2 「わんわんマナーアップ大作戦」の実施風景 
 
イベント中、飼育者自身が犬連れでゴミを拾う姿に、他の住民からも激励の言葉が寄せ
られた。「わんわんマナーアップ大作戦」は、参加者だけでなく、仮設団地支援者や非飼育
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者からも好評を博し、その結果、当初はペット飼育者全体に向けられていた非難の声も減
ぜられることとなった。 
［2017 年 1 月～2 月］? マナーアップ大作戦で配付する「犬用バンダナ」の手配を検討す
る中で、仮設団地内で裁縫を楽しむ主婦グループとの連携が図られた。このグループには
ペット飼育者はほとんどおらず、中には犬猫問題に辟易して筆者らに苦情を訴える人もあ
った。飼い主有志と筆者らは企画趣旨を丁寧に説明し、「犬用バンダナ」を共同製作するこ
ととなった（図 3）。 
 
 
図 3? 「犬用バンダナ」の共同制作の風景 
 
和やかな雰囲気で製作されたバンダナは、「第 2 回わんわんマナーアップ大作戦」で参加
者らに配付された。2 月には、子どもと犬の適切な関係づくりを目的とした「わんわんキッ
ズクラス」も企画・開催された。加えて、他の住民から、飼育者が自発的に清掃活動をし
ていると賞賛する声が寄せられることもあった。 
［2017 年 3 月～5 月］? 実践の方向性が議論される中、「飼い主有志の会」では、規約作り
や活動助成金の取得などが協議され、「わんにゃ～ず（益城町テクノ仮設団地犬猫飼い主有
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志の会）」として組織化された。4 月には、有志の会主催で花見会が企画され、ペットを飼
育していない住民とも交流が深められた。筆者も、ペット写真の撮影・贈与を継続し、飼
育者や仮設団地住民らとの信頼関係構築に努めた。この流れを受け、「第 3 回わんわんマナ
ーアップ大作戦」が開催され、飼育者・非飼育者あわせて約 30 名が参加した。イベントで
は初参加の飼育者らとの交流も生まれ、住民から三度の好評を博すこととなった。 
［2017 年 6 月～］? 実践が継続される中、住民有志が率先してイベント等の企画がなされ
るようになり、6 月には、猫飼育者向けの初めてのイベント「テクノにゃん友会」が開催さ
れた。また、マナーアップ大作戦のシンボルである「バンダナ」の共同制作は、「わんにゃ
んバンダナ大作戦」としてイベント化されることとなった。これらのイベントでは、筆者
も初めて出会うペット飼育者や住民が参加することもあった。 
住民同士の関係が深まる中、「わんわんマナーアップ大作戦」も継続して開催され、仮設
団地内でのトラブル内容や、時季ごとの注意事項に即して、ペット飼育マナーに関する情
報提供が行われている。また、筆者は、ペットの逸走防止のための「わんにゃん表札」の
共同制作の提案、ペット写真の贈与などを進め、ペット飼育者と非飼育者の良好な関係構
築に貢献できるよう努めている。 
 
????? ペット飼育者へのインタビュー結果?
本調査で得られたペット飼育者らのインタビュー結果について、その語りの概略を整理
した。 
 
【?さん：??代女性】? A さんは現在、夫と 2 人暮らしで、猫 3 頭を飼育している。「前震」
時には福岡に外出しており、6 時間かけて帰宅したという。自宅周辺の被害が甚大であり、
在宅中の夫も猫のことまで手が回らなかったが、帰宅後、3 頭の猫を全壊した自宅内に発見
できたため、そのまま自家用車内に保護した。その後、益城町総合体育館に避難しようと
したが、既に避難所は満員で入れなかったため、夫婦 2 人と猫 3 頭で、軽自動車内で 10 日
間、車中泊をして過ごした。その後、姉の住む県営住宅に夫と猫たちとともに避難したが、
気兼ねもあり、仮設住宅への入居が決まり次第転居した。仮設住宅では、猫が出す音の問
題に悩んでいるという。また、地震が起きたことで、「みんなちりぢりになり、家もなくな
り風景も変わって、小さい時からの思い出もなくなってしまった」と寂しそうに語った。 
A さんは、「同行避難」という語を全く知らなかったが、猫への対応について、「家族だか
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ら、絶対に連れて逃げようと思った」と述べた。A さんは、自身にとっての猫を、「孫みた
いなもの」と語った。 
 
【?さん：??代男性】? B さんは現在、妻と 2 人暮らしで、犬 1 頭を飼育している。「本震」
で自宅が全壊したため、夫婦で益城町総合体育館に避難した。当初、犬も連れて避難した
が、他の飼い主の犬がトラブルになっているのを見て、犬をケージに入れ、自宅のガレー
ジに置くこととした。4 月末頃、息子が、滋賀県の動物シェルターが被災ペットを預かって
くれるとの情報を得て、犬をシェルターに預けることとなった。犬は 2017 年 2 月半ばまで
預けていたが、同じ仮設に住む友人から、「ペットは癒やされるから、一緒に暮らすといい」
と助言を受け、同居することとなった。現在は特に困りごともないが、「犬に癒やされると
は、友人に言われるまでわからなかった。今はとても癒やされている」と語った。 
B さんは、「同行避難」という語を全く知らず、発災直後はとても犬のことまで気が回ら
なかったという。B さんは、自身にとっての犬を、「子どもみたい」と語った。 
 
【?さん：??代女性】? C さんは現在、夫と 2 人暮らしで、犬 1 頭を飼育している。「前震」
時は町内で被災し、夫と犬とともに車中泊をした。その後、熊本県北西部にある娘の家に
避難したが、「本震」後に津波警報が出されたため、再び益城町に戻ってきた。5 月始め頃
まで車中泊を続けたが、その後、ピースウィンズジャパンが再春館製薬敷地内に設置した
ペット同居可のテントに入ることとなった。体育館内でペット同居が可能だったことは全
く知らなかったという。ペット同居可のテント村、ユニットハウスには、ペットを預けら
れる場所もあったのでずいぶん助けられたが、雨の日はテント内も浸水したため苦労した
とのことであった。仮設住宅には、2016 年 8 月上旬に入居した。部屋が狭いのが困るが、
近隣住民との関係も良好で、お互いに支え合っているという。 
C さんは、「同行避難」という語を全く知らなかったが、犬を置いて逃げようとは全く考
えなかったという。また、C さんにとって犬は「生きがい」「宝物」であり、地震後の生活
の中で「犬がいることで本当に心強い」と何度も語った。 
 
【?さん：??代女性】? D さんは現在、夫と 2 人暮らしで、猫 2 頭を飼育している。「前震」
時は他町に外出中だったが、自宅は無事で猫も見つけられた。しかし、「本震」で自宅が倒
壊、D さん夫婦は生き埋めとなり、辛くも救出され 10 日間入院することとなった。入院中、
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猫は自宅跡におり、息子が世話に通っていた。その後、野口健氏のテント村に入居。テン
ト村撤退後は益城町総合体育館にて避難場所を確保した。しかし、自宅跡に残した猫が気
がかりで、自宅敷地内で猫とともに、約 50 日間、車中泊を続けた。「益城町わんにゃんハ
ウス」の存在は知っていたが、「うちの猫はケージには入れないから」と思い、利用するつ
もりはなかったという。仮設住宅には、2016 年 7 月下旬に入居した。仮設住宅は屋内飼育
が原則だが、「猫を自由にさせたい」との思いが強く、「変な鳴き方をするから」つい外に
出してしまうと語った。猫が仮設住宅の環境になかなか慣れず、自宅跡地に戻したことも
何度かあったという（うち 1 頭は、仮設団地内で 1 ヶ月ほど行方不明になり、その後発見
されている）。 
D さんは、「同行避難」という語を全く知らなかったが、被災後の猫への対応については
「当たり前のこと」と思っているという。D さんにとって猫は「励みしかない」存在であ
り、「この猫のためにも早く家を建てようと思う」と何度も語った。 
 
【? さん：?? 代女性】? E さんは現在、夫と娘、義妹との 4 人暮らしで、猫 2 頭を飼育し
ている。自宅は「本震」で全壊し、数日間、猫は生死不明であった。E さんらは、自宅近く
の、避難所指定されていない公共施設で、7 月末まで避難生活を送った。猫は数日後に発見
され、10 日間、車中にて飼育していた。しかし、気温が上がり熱中症の危険を感じたため、
広島の NPO 法人が被災ペットの預かりをしているとの情報を得、8 月まで預かってもらう
こととなった。「益城町わんにゃんハウス」のことを含め、ペットに関する情報は全く得ら
れなかった、と E さんは強調した。仮設住宅入居後は、とにかく猫と一緒に住めることに
安心しているという。飼い主同士の交流はないが、「わんにゃ～ず」のイベント等で、仮設
住宅内の情報が入ってくるのはありがたいとのことであった。地震が起きたことで、住み
慣れた風景が変わってしまい、それがとても切ない、と E さんは語った。 
E さんは、「同行避難」という語を全く知らず、またペットに関する情報が得られなかっ
たと述べた。E さんにとって猫は「12 年一緒に住んでいるので子どもと一緒」であり、「大
人ばかりの生活の中での癒やしになっている」と語った。 
 
【? さん母子：?? 代女性・?? 代男性】? F さんは現在、夫・息子との 3 人暮らしで、犬 2
頭・猫 4 頭を飼育している。当初は、犬 2 頭・猫 2 頭であったが、猫 1 頭が 2017 年 3 月
に病死した。その後、2017 年 10 月末に、自宅跡で飼育していた外猫 3 頭を引き取らざる
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を得なくなり、現在の頭数になった。「本震」後、益城町総合体育館内に犬猫とともに避難
した。階段下のスペースで、隣家の猫飼い主とともに生活したが、そのエリア近辺の避難
者には受け入れてもらっていた。しかし、ペット同居禁止の通達が出されたため、「益城町
わんにゃんハウス」に犬猫を預けることとなった。同行避難中は、ずっと誰かが犬猫に付
き添わなければならなかったので、預かり施設は助かった、と F さんは語った。仮設住宅
には 2016 年 8 月 1 日に入居したが、「わんにゃんハウス」が開設中は、日中、しばしば預
かってもらっていた。仮設住宅内にはペットのトイレを置くスペースがなく、また長時間
外出できないことが不便であるとＦさんは述べた。また、地震が起きたことで、自宅再見
や経済的問題など「考えなくてよいことまで考えなければならなくなった」、と F さんは述
べた。 
F さんは、「同行避難」という語は全く知らなかったが、「災害時にはいっしょに逃げるの
が当然。家に置いておけない」と語った。F さんにとって犬猫は「いなかったらさみしい」
存在であるとのことであった。 
 
??? 考察?
 
????? 益城町テクノ仮設団地における「人とペットの共生まちづくり」?
テクノ仮設団地では、当初、ペット問題をめぐる住民間コンフリクトが生じていたが、
ペット飼育者自らによる取り組みを通して、仮設団地コミュニティに変化が生じることと
なった。この実践の意義について考察するための理論的観点として、レイヴとウェンガー
の「実践共同体論」（レイヴ・ウェンガー, 1993）が好適であろう。ここでは、代表的な活
動である「わんわんマナーアップ大作戦」の特徴を中心に論じる。 
「わんわんマナーアップ大作戦」は、一見、家庭犬インストラクターからペット飼育者
への「正しい犬の飼い方」の教授場面（即ち、専門家から素人への知識・技能の移転）と
捉えられるかもしれない。しかし、実践共同体論に拠れば、同企画は、「犬の飼育マナー」
「犬用バンダナ」等の＜アーティファクト＞を用いて、「人もペットも暮らしやすい街づく
り」を目指す＜実践＞と見なすことができる。この『人とペットの＜減災＞』に向けた実
践共同体再編の中で、「仮設団地に適したマナーを守る飼い主」とでも呼べる＜アイデンテ
ィティ＞が構築され、自発的な清掃活動や「飼い主有志の会」の組織化等が促されている
と考えられる。 
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重要なのは、この実践共同体の再編過程に、飼育者だけでなく、非飼育者も含む仮設団
地住民の多様な「参加」のあり方が見られることである。まず指摘できるのが、「犬を連れ
てのゴミ拾い活動」を通した「参加」である。この活動は、非飼育者から示されたクレー
ム（ペットが街を汚す）を、飼育者自身が先取りして解消（犬を連れてゴミを拾う）し、
住民に再提示する多声性（ワーチ, 2004）に特徴がある。飼育者・非飼育者双方の声を含む
多声的な実践により、ペット問題のコンフリクト解消とともに、非飼育者が、「飼育者-ペッ
トを許容」する立場で、実践共同体へ「参加」することが促されたと言えるだろう。また、
「犬用バンダナ」という＜アーティファクト＞の「共同製作」も、飼育者・非飼育者双方
の「参加」を促す重要な契機となったと考えられる。これらに加え、「飼育者のマナーの賞
賛」「住民同士の交流促進」等、仮設住民らの様々な「参加」のあり方が見られた。 
このように、飼育者・非飼育者双方を含めた仮設団地住民の「十全的な参加」の萌芽が
見られることに、テクノ仮設団地における『人とペットの＜減災＞』に向けた実践共同体
再編の特徴があると言えるだろう。そして、こうした実践の展開過程が、仮設団地コミュ
ニティという、震災で傷ついた人々とその地域の QOL 向上に寄与することになったと言え
るのではないだろうか。 
 
????? 仮設団地におけるペット飼育者の語り?
本調査の結果、仮設団地に住むペット飼育者から様々な語りを得ることができた。ここ
では、飼育者の語りに共通してみられた特徴を、3 点、考察する。 
第 1 に、被災状況と、避難後の生活の多様さである。今回は 6 世帯・7 名のみのインタビ
ューであったが、誰一人として同じ経緯をたどった被災者はいなかった。災害は地域を破
壊し、個人の生活を直撃する。個々の被災者のその時々の状況によって、被災後の生活の
過程が大きく異なってくることが示されていると言えるだろう。 
第 2 に、にもかかわらず、全ての飼育者が、ペットを気遣い、可能な限り共にあろうと
する道を探っていた、という点である。災害時のペットへの対応について、環境省（2013）
はガイドラインを示し、特に、緊急避難行動としての「同行避難」を推奨している。しか
し、今回のインタビュー協力者の中に、この言葉や考え方を知っている人は 1 人もいなか
った。重要なのは、「同行避難」という語の理解にかかわらず、全ての飼育者がペットを気
遣った、ということである。即ち、被災者にとってペットは＜家族＞（山田, 2004）であり、
ペットと被災者の関係それ自体が支援対象となり得ることが示唆されている。 
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そして、第 3 に、全ての被災者が、被災後の生活におけるペットの存在意義の大きさに
ついて語っている点である。熊本地震のため、被災者らは、「人生における危機的な境界線
上」（南, 1995）にあると考えられる。それぞれの被災者が、自身の生活再建に向き合うこ
とを強いられる中、ペットは「励み」であり、「生きがい」であり、「宝」であり、「癒やし」
として語られた。だからこそ、災害時にペットを支援することが、即ち、被災者を支援す
ることにつながり、『人とペットの＜減災＞』の根拠となっていると言えるのではないだろ
うか。 
 
熊本地震発災から 1 年 10 ヶ月近くが過ぎ、被災地の災害サイクルのステージは、復興期
へと移行しつつある。テクノ仮設団地からも退去者が増え始め、地域コミュニティの再編
が進み、いわゆる「復興格差」が垣間見え始めている。このような被災地の状況に即し、
ペットを＜家族＞と見なす被災者に寄り添い、また、様々な意見を持つ住民への配慮も進
め、誰も排除しないコミュニティづくりを目指すことが、地域の QOL 向上において必要な
視点であると言えるだろう。 
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